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図３　レントゲン写真　A ：18、17、16、15 部。B ：26、27 




部　位 Hg Sn Pd Zn Ag Au Cu
１６ ー ー 0.21 0.13 0.60 0.72 1.61
２７ ー ー 0.41 0.16 1.08 1.25 2.23
２６ 1.57 0.08 ー ー 0.28 ー 0.21
３５ 0.92 0.07 ー ー ー ー 0.26
３７ ー ー 0.58 0.24 1.35 1.74 3.29
４６ ー ー ー 0.05 ー ー 0.10
４７ ー ー 0.16 0.10 0.36 0.48 1.00
コントロール ー ー ー ー ー ー 0.08
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医療機関を受診せず放置していた。症状は改善せず、































部　位 修復物 治療法 使用材料
１６ 金銀パラジウム合金インレー 硬質レジン充填 メガボンド（クラレ、東京）、ソラーレ P（GC、東京）
２７ 金銀パラジウム合金インレー 硬質レジン充填 ベースセメント（松風、京都）、メガボンド、ユニフィルフロー（GC、東京）、ソラーレ P
２６ アマルガム 硬質レジン充填 メガボンド、ソラーレ P
３５ アマルガム 硬質レジン充填 メガボンド、ソラーレ P
３７ 金銀パラジウム合金インレー 硬質レジンインレー パナビアフルオロセメント（クラレ、東京）
４６ アマルガム 硬質レジン充填 メガボンド、ソラーレ P
４７ 金銀パラジウム合金インレー 硬質レジンインレー パナビアフルオロセメント





27、37、47 イ ン レ ー に お い て は Pd、Zn が、26、





に Pd が 16、27、37、47 で認められ、26、35 では











































































る 18 と経過観察中の 27 を除く全ての修復物の非金
属材料への置換が終了した。その後、治療開始から
6 か月後に当院他科で 18 を抜歯した。抜歯直前の











に Fleischmann5) がアマルガムに含まれる Hg を原因
とする口内炎と肛門周囲の皮膚炎を報告したのが最
初とされている。我が国では 1960 年に仲井 6) が Cr
と Ni による歯肉炎について報告しており、その後






Burning Mouth Syn¬drome14) のように口腔内に症状
を呈するものだけでなく、掌蹠膿疱症 12)15) や異汗性






























の 場 合 は ICDRG（International Contact Dermatitis 
Research Group）の基準に従って判定する 26)。判定


































体測定（RAST : Radio AllergoSorbent Test）などのよ
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